
令和 7年度 IIRG

2025年 4月 13日 (日)
11 : 00〜13 : 00

ITビジネスプラザ武蔵 5F 研修室 1
※リモート併催 (ZOOM)

特別講演会 講師
公益社団法人 ⽇本⻭科先端技術研究所 会⻑

柴垣 博一 先生

インプラントの⻑期安定・在
宅の現状と在宅を⾒据えた
インプラント

講演内容

今やインプラント治療は、欠損補綴の選択肢として確立し、患者のQOL向上に大きく寄与していると言っても過言
ではありません。2012年杏林大学のグループが、「デンタル・インプラントがメンタルヘルスおよびQOLに及ぼす変化につ
いて」を日本衛生学会誌に発表し、インプラント治療後の口腔と日常生活に対する満足度評価において、若年層よ
り高齢層により心理的な満足度を与え、インプラント補綴後の咀嚼改善や違和感の軽減による満足度とともに
QOLの向上が認められたと結論付けています。当医院においてもインプラント治療を希望される多くは高齢者であり、
ベルン大学から報告された「Change of age structure of implant patients」の統計を見てもそれを裏付けています。
また当医院で独自に行った術後の患者満足度アンケート調査においても、インプラント治療は高い評価を受けていま
す。

しかし、その高い評価を得ていた高齢者もさらに歳を重ね、自身による口腔衛生管理が困難となり、支援・介護
が必要となる時期が来ると予想されます。インプラント合併症の多くは、インプラント周囲炎と言われ、それを放置す
ることで⻭周病と⽐べ加速度的に病態が進⾏すると⾔われていることから、術後のメインテナンスは必須と⾔えますが、
問題は通院が困難となった患者にどう取り組むかです。そこには認知症患者や要介護者は、治療の必要性や治療
に対する同意能力が得られにくく、また在宅診療におけるインプラント合併症への認知度も乏しいことも否めません。

本講演において、インプラント治療を施術する医療従事者として、年齢や今後の生活環境を踏まえたバリエーショ
ンに富んだカスタマイズされた治療計画の必要性、高齢者や恐怖感が強い患者への低侵襲インプラント埋入の考え
方、メーカー主導のインプラントの選択ではなく、患者やサイトに合わせたインプラントの選択、また通院が困難となった
際のインプラント訪問診療への取り組み方と現状について皆様と考えてみたいと思います。

講師プロフィール

・1989年 朝⽇⼤学⻭学部 卒業

・1992年 柴垣⻭科医院 開設

・2000年 博士(⻭学) 授与／昭和⼤学⻭学部

・2017年 (公社) 日本口腔インプラント学会

関東、甲信越支部学術賞受賞

・2024年 (公社) ⽇本⻭科先端技術研究所

会⻑

学会及び社会における活動

・(公社) ⽇本⻭科先端技術研究所

会⻑、インプラント認定医、指導医

・(公社) 日本口腔インプラント学会

学術委員、専門医、指導医、代議員

・(一社) ⽇本⻭科医療管理学会 専務理事

・(一社) ⼤和綾瀬⻭科医師会 副会⻑

神奈川県綾瀬市介護認定審査会委員

《特別講演会》

石川県口腔インプラント研究会 総会

後援︓（⼀社）⽯川県⻭科医師会／（⼀社）⾦沢市⻭科医師会／北國新聞社



ご挨拶

石川県口腔インプラント研究会
会⻑ 溝口 尚

【タイムスケジュール】

●10:20〜10:45
令和7年度 石川県口腔インプラント研究会 総会

●11:00〜13:00
柴垣 博一 先生 特別講演

フリガナ 会員 非会員
（富山・福井県研究会）

無料 ¥5,000申込者氏名

勤務先
□ IIRG会員
□ 富山・福井県研究会会員

ご住所 〒

電話番号 （ ） FAX （ ）

特別講演会の参加を希望される方は、FAXまたはE-mailにて、お申込みください。

2025.4.13 特別講演会 参加申込書

IIRG 石川県口腔インプラント研究会 FAX︓076-221-0152
E-mail︓info@iirg.jp

今から10年前、2014年から2015年頃の⽇本⼝腔インプラント学会学術⼤会のテーマは、ほぼ超⾼

齢社会におけるインプラント治療とその施術における留意点やメインテナンスの⼯夫といったものが⼤半を

占めており、2040年問題や当時は2025年問題についても、活発に様々な予測と共に議論が繰り返し

⾏われていたことを思い出します。 今回の演者である柴垣博一先生は、当時より1980年代から1990

年代に埋⼊された先達の仕事に対するメインテナンス法の⼯夫と実際について、様々なシンポジウムでそ

の時代の埋⼊コンセプトの背景を理解しながら、現在のガイドラインに基づいた安全・安⼼のインプラント

治療とオーバーラップさせて、世代を超えた⻑期予後の獲得についての⼿法を提案し続けてくださいました。

当時から10年の⽉⽇が経ち、その⼿法の継続や再考など、予測できなかった事例も散⾒されるようになり

ました。今回の講演会では、先⽣の⻑きにわたる臨床経験から得られた⻑期予後必携のプロトコルや、

更なる10年を⾒据えた新たな提案がなされる予定です。期待して拝聴したいと思っております。
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